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(57)【要約】
リチウムイオン電池及びその充電器を提供する。リチウ
ムイオン電池は、外カバー（１）、位置決めベース（２
）、端蓋（３）、電芯（４）、正極接触点（５１）、正
極片（５２）、負極片（５３）、正極接続片（６１）及
び負極接続片（６２）を含む。外カバー（１）は、上開
口の一体成形された筒体である。正極接触点（５１）は
、外カバー（１）の接触点延伸孔（１１）から延びる。
端蓋（３）の下端面が負極片（５３）及び位置決めベー
ス（２）に圧着され、端蓋（３）と外カバー（１）の上
開口とが着脱自在に接続される。端蓋（３）の蓋縁と外
カバー（１）の上開口の端面とが組み合わされる。リチ
ウムイオン電池とその充電器との間は簡単に取り外すこ
とができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外カバー、位置決めベース、端蓋、電芯、正極接触点、正極片、負極片、正極接続片及
び負極接続片を含むリチウムイオン電池であって、
　前記外カバーは、上開口の筒体であり、外カバーの底板上は、底板中心に位置する接触
点延伸孔を有し、
　前記位置決めベースの上端面上は、負極片の嵌入孔を有し、位置決めベース上に正極片
貫通孔及び負極片貫通孔を有し、負極片貫通孔と嵌入孔とが連通し、正極片貫通孔及び負
極片貫通孔の下端面開口上は、それぞれ正ガイドブロック及び負ガイドブロックを有し、
正ガイドブロック及び負ガイドブロックは、電芯の端部と支持して組み合わされ、
　前記端蓋上は中心孔を有し、上端面の中心孔の周りには正極片溝を有し、正極片ガイド
孔が端蓋に穿設され、端蓋の下端面が負極片及び位置決めベースに圧着され、端蓋と外カ
バーの上開口とが着脱自在に接続され、端蓋の蓋縁と外カバーの上開口の端面とが組み合
わされ、
　前記正極片が円環状を呈し、正極片は、端蓋の正極片溝内に設置され、その正導電片が
端蓋上の正極片ガイド孔、正極片貫通孔に貫通されて正極接続片と組み合わされ、
　負極片が位置決めベースの嵌入孔内に設置され、その負導電片が負極片貫通孔に貫通さ
れて負極接続片と組み合わされ、正極接触点が接触点延伸孔から延びることを特徴とする
、
　リチウムイオン電池。
【請求項２】
　前記端蓋の下端面にリング状溝を有し、リング状溝の径方向外側に位置決め台を有し、
正極片ガイド孔がリング状溝と正極片溝とに穿設され、前記位置決めベースの上端面は、
嵌入孔の周りに形成されたリング状台を有し、正極片貫通孔及び負極片貫通孔がリング状
台上に位置し、負極片貫通孔と嵌入孔とが連通し、リング状溝の内周壁の下端と負極片と
が当接され、リング状溝の外周壁の下端とリング状台の径方向外側の位置決めベースの端
部とが組み合わされることを特徴とする請求項１に記載のリチウムイオン電池。
【請求項３】
　前記端蓋の下端面上に円形に沿って均等に配置された２つの爪を有し、前記位置決めベ
ースの周縁には、均等に配置された２つの位置決め溝を有し、前記外カバーの壁上はフッ
クを有し、爪の杆部と位置決め溝とが組み合わされ、爪の爪部とフックとが係合されるこ
とを特徴とする請求項１に記載のリチウムイオン電池。
【請求項４】
　前記外カバーの開口端の外表面上に、円形に沿って均等に配置された少なくとも２つの
突起を有し、軸方向に沿ったスロットが突起及び外カバー上に位置し、前記端蓋の蓋縁の
周縁上に、均等に配置された少なくとも２つの接続ブロックを有し、蓋縁下部の端蓋上に
は、係合片と接続ブロックとが一体化され、突起と接続ブロックとが係合されて位置決め
ブロックを構成し、係合片がスロット内に嵌入されることを特徴とする請求項１に記載の
リチウムイオン電池。
【請求項５】
　前記端蓋の下端面上に円形に沿って均等に配置された２つの爪を有し、前記位置決めベ
ースの周縁には、均等に配置された２つの位置決め溝を有し、前記筒体の壁上は、フック
を有し、爪の杆部と位置決め溝とが組み合わされ、爪の爪部とフックとが係合されること
を特徴とする請求項４に記載のリチウムイオン電池。
【請求項６】
　充電配線基板、充電プラグ及び筐体を含んだ請求項１～５の何れか１項に記載のリチウ
ムイオン電池の充電器において、前記充電器は、正極ばね及び負極ばねをさらに含み、
　前記筐体は、ベース及びキャップを含み、
　前記ベースの上端は界面を有し、界面上は円弧状スロットを有し、界面上部はリング状
支持台を有し、リング状支持台と界面との結合箇所には位置拘束台を有し、ベースの下端
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面上は収納チャンバを有し、ベースに電池が取り付けられ、
　前記キャップの頂部は挿入孔を有し、チャンバ内は、位置決め台及び円弧状係合舌を有
し、キャップの円弧状係合舌とベース上の円弧状スロットとが組み合わされ、位置拘束台
と位置決め台とが組み合わされて位置決めされ、
　充電配線基板は、リング状支持台上に設置され、
　正・負極ばねは、収納チャンバ内に設置され、収納チャンバに延びて充電配線基板に連
通し、負極ばねが正極ばねのチャンバ内に位置し、正・負極ばねは、正・負極片とそれぞ
れ組み合わされ、
　充電プラグは、充電配線基板上に設置され、キャップ上の挿入孔に対応し、
　ベースの収納チャンバ内はガイド位置決め溝を有し、前記ガイド位置決め溝と電池の外
カバー上の位置決めブロックとが組み合わされることを特徴とする、
　充電器。
【請求項７】
　前記ベースの収納チャンバ内はガイド位置決め溝を有し、リチウムイオン電池の外カバ
ーの開口端の外表面上に、円形に沿って均等に配置された少なくとも２つの突起を有し、
軸方向に沿ったスロットが突起及び外カバー上に位置し、前記端蓋の蓋縁の周縁上に、均
等に配置された少なくとも２つの接続ブロックを有し、蓋縁下部の端蓋上には、係合片と
接続ブロックとが一体化され、係合片がスロット内に嵌入され、突起と接続ブロックとが
係合されて位置決めブロックを構成し、ガイド位置決め溝と組み合わされることを特徴と
する請求項６に記載の充電器。
【請求項８】
　前記リング状支持台上は位置決めピンを有し、充電配線基板上は位置決め溝を有し、位
置決め溝と位置決めピンとが組み合わされることを特徴とする請求項６に記載の充電器。
【請求項９】
　前記充電器は、プラグ位置決めベースをさらに含み、プラグ位置決めベースが充電プラ
グの頂部に設置され、前記キャップ内の挿入孔の箇所に位置決めめくら孔を有し、位置決
めベースと位置決めめくら孔とが組み合わされて位置決めされることを特徴とする請求項
６に記載の充電器。
【請求項１０】
　前記充電器は、変換ラインをさらに含み、前記変換ラインは一端が充電プラグとを組み
合わされ、他端が充電電池を使用する電気製品の充電ベースと組み合わされることを特徴
とする請求項６に記載の充電器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リチウムイオン電池及びリチウムイオン電池を応用する充電器に関し、特に
取付が簡単で、工程が簡素で効率が高い上、リチウムイオン電池が携帯可能であり、充電
器からリチウムイオン電池を非常に簡単に取り外すことができる構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のリチウムイオン電池は、外カバー、位置決めベース、端蓋、電芯、正極接触点、
正極片、負極片、１つの正極接続片及び１つの負極接続片を含み、負極片が位置決めベー
ス上に設置され、正極片が端蓋上に設置される。
　外カバーは、２つのハーフ外カバーにより構成され、２つのハーフ外カバーは超音波に
より溶接され、位置決めベース及び端蓋が外カバー上に設置される。上述した従来のリチ
ウムイオン電池の構造には、取付工程が複雑で効率が低いという問題が存在した。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、組立が容易で、効率が高いという特長を有し、充電器に用いたり懐中
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電灯に用いたりすることができるリチウムイオン電池を提供することにある。
　本発明のもう一つの目的は、携帯に便利で、何時でも直流電気により電気製品を充電す
ることができるリチウムイオン電池を応用する充電器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は次のように実現する。
　リチウムイオン電池は、外カバー、位置決めベース、端蓋、電芯、正極接触点、正極片
、負極片、１つの正極接続片及び１つの負極接続片を含み、以下を特徴とする。
　前記外カバーは、上開口の筒体であり、外カバーの底板上は、底板中心に位置する接触
点延伸孔を有し、位置決めベースの上端面上は、負極片の嵌入孔を有し、位置決めベース
上に正極片貫通孔及び負極片貫通孔を有し、負極片貫通孔と嵌入孔とが連通し、正極片貫
通孔及び負極片貫通孔の下端面開口上は、それぞれ正ガイドブロック及び負ガイドブロッ
クを有し、正ガイドブロック及び負ガイドブロックは、電芯の端部と支持して組み合わさ
れ、前記端蓋上は中心孔を有し、上端面の中心孔の周りには正極片溝を有し、正極片ガイ
ド孔が端蓋に穿設され、端蓋の下端面が負極片及び位置決めベースに圧着され、端蓋と外
カバーの上開口とが着脱自在に接続され、端蓋の蓋縁と外カバーの上開口の端面とが組み
合わされ、前記正極片が円環状を呈し、正極片は、端蓋の正極片溝内に設置され、その正
導電片が端蓋上の正極片ガイド孔、正極片貫通孔に貫通されて正極接続片と組み合わされ
、前記負極片が位置決めベースの嵌入孔内に設置され、その負導電片が負極片貫通孔に貫
通されて負極接続片と組み合わされ、正極接触点が接触点延伸孔から延びる。
【０００５】
　前記端蓋の下端面にリング状溝を有し、リング状溝の径方向外側に位置決め台を有し、
正極片ガイド孔がリング状溝と正極片溝とに穿設され、前記位置決めベースの上端面は、
嵌入孔の周りに形成されたリング状台を有し、正極片貫通孔及び負極片貫通孔がリング状
台上に位置し、負極片貫通孔と嵌入孔とが連通し、リング状溝の内周壁の下端と負極片と
が当接され、リング状溝の外周壁の下端とリング状台の径方向外側の位置決めベースの端
部とが組み合わされる。
【０００６】
　前記端蓋の下端面上に円形に沿って均等に配置された２つの爪を有し、位置決めベース
の周縁には、均等に配置された２つの位置決め溝を有し、外カバーの壁上はフックを有し
、爪の杆部と位置決め溝とが組み合わされ、爪の爪部とフックとが係合される。
【０００７】
　前記外カバーの開口端の外表面上に、円形に沿って均等に配置された少なくとも２つの
突起を有し、軸方向に沿ったスロットが突起及び外カバー上に位置し、端蓋の蓋縁の周縁
上に、均等に配置された少なくとも２つの接続ブロックを有し、蓋縁下部の端蓋上には、
係合片と接続ブロックとが一体化され、突起と接続ブロックとが係合されて位置決めブロ
ックを構成し、係合片がスロット内に嵌入される。
【０００８】
　端蓋の下端面上に円形に沿って均等に配置された２つの爪を有し、位置決めベースの周
縁には、均等に配置された２つの位置決め溝を有し、筒体の壁上は、フックを有し、爪の
杆部と位置決め溝とが組み合わされ、爪の爪部とフックとが係合される。
【０００９】
　本発明のリチウムイオン電池を使用する充電器は、充電配線基板、充電プラグ及び筐体
を含み、以下を特徴とする。
　正極ばね及び負極ばねをさらに含み、前記筐体は、ベース及びキャップを含み、ベース
の上端は界面を有し、界面上は円弧状スロットを有し、界面上部はリング状支持台を有し
、リング状支持台と界面との結合箇所には位置拘束台を有し、ベースの下端面上は収納チ
ャンバを有し、キャップの頂部は挿入孔を有し、チャンバ内は、位置決め台及び円弧状係
合舌を有し、充電配線基板は、リング状支持台上に設置され、正・負極ばねは、収納チャ
ンバ内に設置され、収納チャンバに延びて充電配線基板に連通し、負極ばねが正極ばねの
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チャンバ内に位置し、正・負極ばねは、正・負極片とそれぞれ組み合わされ、充電プラグ
は、充電配線基板上に設置され、キャップ上の挿入孔に対応し、キャップの円弧状係合舌
とベース上の円弧状スロットとが組み合わされ、位置拘束台と位置決め台とが組み合わさ
れて位置決めされ、ベースの収納チャンバ内はガイド位置決め溝を有し、ガイド位置決め
溝と電池の外カバー上の位置決めブロックとが組み合わされる。
【００１０】
　前記リング状支持台上は位置決めピンを有し、充電配線基板上は位置決め溝を有し、位
置決め溝と位置決めピンとが組み合わされる。
【００１１】
　前記充電器は、プラグ位置決めベースをさらに含み、プラグ位置決めベースが充電プラ
グの頂部に設置され、キャップ内の挿入孔の箇所に位置決めめくら孔を有し、位置決めベ
ースと位置決めめくら孔とが組み合わされて位置決めされる。
【００１２】
　前記充電器は、変換ラインをさらに含み、変換ラインは一端が充電プラグと組み合わさ
れ、他端が充電電池を使用する電気製品の充電ベースと組み合わされる。
【００１３】
　本発明のリチウムイオン電池の長所は、このような構造を採用することにより、取付が
簡単で、外カバーを超音波により溶接しなければならず、工程が複雑で、効率が低い従来
技術の欠点を解決する。同時に、本発明のリチウムイオン電池は、懐中電灯として用いた
り、充電器に応用したりすることもできる。
　リチウムイオン電池を応用する充電器は、携帯することができ、何時でも直流電気によ
り電気製品を充電し、リチウムイオン電池を充電器から取り外すことが非常に簡単である
。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明のリチウムイオン電池の分解斜視図（１）である。
【図２】本発明のリチウムイオン電池の分解斜視図（２）である。
【図３】本発明のリチウムイオン電池の部分断面図である。
【図４】本発明の充電器の分解斜視図（１）である。
【図５】本発明の充電器の分解斜視図（２）である。
【図６】本発明のキャップの斜視図である。
【図７】本発明のリチウムイオン電池と充電器とを結合した分解斜視図（１）である。
【図８】本発明のリチウムイオン電池と充電器とを結合した分解斜視図（２）である。
【図９】本発明のリチウムイオン電池と充電器とを結合した分解斜視図（３）である。
【図１０】本発明のリチウムイオン電池と充電器とを結合した斜視図である。
【図１１】本発明のリチウムイオン電池及び充電器の使用状態の図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面と併せて本発明をさらに詳細に説明する。
【実施例】
【００１６】
　図１、図２、図３に示すように、リチウムイオン電池は、外カバー１、位置決めベース
２、端蓋３、電芯４、正極接触点５１、正極片５２、負極片５３、正極接続片６１及び負
極接続片６２を含む。
【００１７】
　外カバー１は、上開口の筒体であり、その底板上は、底板中心に位置する接触点延伸孔
１１を有する。
【００１８】
　位置決めベース２の上端面上は、負極片５３の嵌入孔２１を有し、位置決めベース２上
に正極片貫通孔２２１及び負極片貫通孔２２２を有し、負極片貫通孔２２２と嵌入孔２１
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とが連通し、正極片貫通孔２２１及び負極片貫通孔２２２の下端面開口上は、それぞれ正
ガイドブロック２２１１及び負ガイドブロック２２２１を有する。
【００１９】
　端蓋３上は中心孔３１を有し、上端面は、中心孔の周りに形成された正極片溝３２を有
し、正極片ガイド孔３３が端蓋３に穿設され、端蓋３の蓋縁３４と外カバー１の上開口の
端面とが組み合わされ、端蓋３の下端面が負極片５３及び位置決めベース２に圧着され、
端蓋３と外カバー１の上開口とが着脱自在に接続される。
　上述した電芯４の端部と位置決めベース２の正ガイドブロック２２１１と負ガイドブロ
ック２２２１とを支持して組み合わせ、正極接触点５１が接触点延伸孔１１から延び、正
極片５２が円環状を呈し、正極片５２は、端蓋３の正極片溝３２内に設置され、その正導
電片５２１が端蓋３上の正極片ガイド孔３３、正極片貫通孔２２１に貫通されて正極接続
片と組み合わされる。
　負極片５３が位置決めベース２の嵌入孔２１内に設置され、その負導電片５３１が負極
片貫通孔２２２に貫通されて負極接続片６２と組み合わされる。
【００２０】
　本発明のリチウムイオン電池は、さらに端蓋３の下端面にリング状溝３５を有し、リン
グ状溝３５の径方向外側に位置決め台３６を有し、正極片ガイド孔３３がリング状溝３５
及び正極片溝３２に穿設される。
　位置決めベース２の上端面には、嵌入孔の周りに形成されたリング状台２３を有し、正
極片貫通孔２２１及び負極片貫通孔２２２がリング状台２３上に位置し、負極片貫通孔２
２２と嵌入孔２１とが連通する。
　リング状溝３５の内周壁の下端と負極片５３とが当接され、リング状溝３５の外周壁の
下端とリング状台２３とが当接され、位置決め台３６とリング状台２３の径方向外側の位
置決めベース２の端部とが組み合わされる。
【００２１】
　本発明のリチウムイオン電池は、さらに端蓋３の下端面上に円形に沿って均等に配置さ
れた２つの爪３７を有し、位置決めベース２の周縁は、均等に配置された２つの位置決め
溝２４を有し、外カバー１の壁上はフック１２を有し、爪３７の杆部３７１と位置決め溝
２４とが組み合わされ、爪３７の爪部３７２とフック１２とが係合される。
【００２２】
　本発明のリチウムイオン電池は、さらに外カバー１の開口端の外表面上に、円形に沿っ
て均等に配置された少なくとも２つの突起１３を有し、軸方向に沿ったスロット１３１が
突起１３及び外カバー１上に位置する。
　端蓋３の蓋縁３４の周縁上に、均等に配置された２つの接続ブロック３４１を有し、蓋
縁３４下部の端蓋３上には、係合片３４２と接続ブロック３４１とが一体化され、突起１
３と接続ブロック３４１とが係合されて位置決めブロック３８を構成し、係合片３４２が
スロット１３１内に嵌入される。
【００２３】
　図４～図７に示すように、充電器は、充電配線基板７、充電プラグ８及び筐体９以外に
、正極ばね１０１及び負極ばね１０２も含む。
【００２４】
　筐体９は、ベース９１及びキャップ９２を含む。ベース９１の上端は界面９１１を有し
、界面９１１上は円弧状スロット９１２を有し、界面９１１上部はリング状支持台９１３
を有し、リング状支持台９１３と界面９１１との結合箇所には位置拘束台９１４を有し、
ベース９１の下端面上は収納チャンバ９１５を有する。
　キャップ９２のチャンバ内は、位置決め台９２１及び円弧状係合舌９２２を有し、円弧
状係合舌９２２とベース９１上の円弧状スロット９１２とが組み合わされ、位置拘束台９
１４と位置決め台９２１とが組み合わされて位置決めされ、キャップ９２の頂部は挿入孔
９２３を有する。
【００２５】
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　充電配線基板７は、リング状支持台９１３上に設置され、正・負極ばね１０１，１０２
は、収納チャンバ９１５内に設置され、収納チャンバ９１５に延びて充電配線基板７と連
通し、負極ばね１０２が正極ばね１０１のチャンバ内に位置し、正・負極ばね１０１，１
０２は、正・負極片５２，５３とそれぞれ組み合わされる。
【００２６】
　充電プラグ８は、充電配線基板７上に設置され、キャップ９２上の挿入孔９２３に対応
する。
【００２７】
　図８、図９に示すように、ベース９１の収納チャンバ９１５内はガイド位置決め溝９１
６を有し、ガイド位置決め溝９１６と電池上の位置決めブロック３８とが組み合わされ、
これにより電池と充電器とが着脱自在に接続される。
【００２８】
　本発明の充電器は、さらにリング状支持台９１３上に設けられた位置決めピン９１３１
（図５参照）を有し、充電配線基板７上は位置決め溝７１を有し、位置決め溝７１と位置
決めピン９１３１とが組み合わされる。
【００２９】
　本発明の充電器は、プラグ位置決めベース８１（図５、図６参照）をさらに含み、プラ
グ位置決めベース８１が充電プラグ８の頂部に設置され、キャップ９２内の挿入孔９２３
の箇所に位置決めめくら孔９２４を有し、プラグ位置決めベース８１と位置決めめくら孔
９２４とが組み合わされて位置決めされる。
【００３０】
　図１１に示すように、本発明の充電器は、変換ライン１４をさらに含み、変換ライン１
４は、一端がキャップ９２の挿入孔９２３に貫通されて充電プラグ８と組み合わせ（図５
参照）、他端が携帯電話１５の充電プラグと組み合わされる。
【００３１】
　実際に使用する際、電気製品の充電プラグに応じて、異なる変換ライン１４を選択して
もよい。
【００３２】
　本発明を使用する場合、図７～図１０に示すように、リチウムイオン電池を充電器に取
り付ける際に、リチウムイオン電池の外カバー１を充電器のベース９１内に挿入し、まず
、リチウムイオン電池の位置決めブロック３８を、ガイド位置決め溝９１６に沿って移動
させる。
　つづいて、図８に示すように時計回りで外カバー１を回転させると、リチウムイオン電
池を充電器に取り付けることができる。この際、正・負極ばね１０１，１０２は、それぞ
れ正極片５２の負極片５３と接続されて組み合わされる。
【符号の説明】
【００３３】
１　　　　外カバー
２　　　　位置決めベース
３　　　　端蓋
４　　　　電芯
７　　　　充電配線基板
８　　　　充電プラグ
９　　　　筐体
１１　　　接触点延伸孔
１２　　　フック
１３　　　突起
１４　　　変換ライン
１５　　　携帯電話
２１　　　嵌入孔
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２３　　　リング状台
２４　　　位置決め溝
３１　　　中心孔
３２　　　正極片溝
３３　　　正極片ガイド孔
３４　　　蓋縁
３５　　　リング状溝
３６　　　位置決め台
３７　　　爪
３８　　　位置決めブロック
５１　　　正極接触点
５２　　　正極片
５３　　　負極片
６１　　　正極接続片
６２　　　負極接続片
７１　　　位置決め溝
８１　　　プラグ位置決めベース
９１　　　ベース
９２　　　キャップ
１０１　　正極ばね
１０２　　負極ばね
１３１　　スロット
２２１　　正極片貫通孔
２２２　　負極片貫通孔
３４１　　接続ブロック
３４２　　係合片
３７１　　杆部
３７２　　爪部
５２１　　正導電片
５３１　　負導電片
９１１　　界面
９１２　　円弧状スロット
９１３　　リング状支持台
９１４　　位置拘束台
９１５　　収納チャンバ
９１６　　ガイド位置決め溝
９２１　　位置決め台
９２２　　円弧状係合舌
９２３　　挿入孔
９２４　　位置決めめくら孔
２２１１　正ガイドブロック
２２２１　負ガイドブロック
９１３１　位置決めピン
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